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KirkwOOd_=nstabilityのI)ynamicalを側面














の根 α± iβ である｡ )が 54.8より大 きくなると, α三0とな り'!1)式の
蛋(2)(Ⅹ)は10ng range.な cryStalline ord･er.の存在を表わしてい ると言
ってよいo そのとき, β 〒 5･7丘で あ り,これをkc･aと表わそ うo つま り,
coherence le･ngth lc-1/αはisochOric changeでは,
(T-Tlim)-1/2に従って, isothermal c.ha･nge では(y-Vlim)-1/2に
従って増大するO ここで,Tlim, VlimはIc-54･8に対応す る温度と体積で
以下 li工fTliting PPint と呼ぼう(Fisher :.Statistical rheOry Of
Liqlユid-S,cha･P.7 参購 )0
一方' 195 1年にやは りKirkwooaは 1体分布関数 fL(1)(Ⅴ,r)とpair
correlation function 蛋(2)(rl,r2) を用いて,液相の不安定性を論 じ,
(i),(2)式と同 じような結果を得た｡ これは,いわばKirkwood一一 Monroe 流
の取 り扱いと言 ってよいであろう｡ これ らは,いずれもstaticな取 り扱いで
あるの.で,これをI)ynamicalに拡張してみるのも興味深い｡ そのためには次
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に は, 次式で与 えられ る夜勤数w damplngdecT(､mentr をもつ集団励 起 -zero
s｡und が得られる｡ (Ⅴ｡-柿 ;)
-p( し )
てこ 〒/
一軒 二pio," k‖ 2･e+ 持 pio'C,(近)) (5)
(m p皇o)a(近)完 - の場合は前述の 叩 草 担 t頼 J切場合に対応 し,その近







L m･ LT-TLlm) (6)
iゝso七herma⊥ changeの場合には (T-Tllm)の代 り に(Ⅴ-vllm) が入るo




･ili)m <Tf< TilPm) (7)




最後に,･最近,KunkinとFrischがKirkwood_lns七a仇 lity に対す る
短い C,TitiくつisTnをJ.Chem.Phys.(1969) 2月号にのせている｡この点に
関しての意見は留保するが,例の有名な計算機実験で,Kirkwood･TraI〕Si-
tion (またはAld-er Transition )が験証されていることでもあるし,大
筋において,KirkwoOd-が考えた転移が存在するように,筆者には思われる｡
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固体と液体との差異が最も鮮明に現われるのは,分子配列の対称性と動的性
質とであるが, 2日目は後者を,とくにqluaSi-phOnOnを中心として話しが
進め られた ｡ プログラムおよび話しの要 旨は次の通 りである｡
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9月 50日
(午前 ) o 小幡行雄 (原研 )
れ分子運動と素励起 抽
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